
計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

平成22年 8,696 4,114 4,582 1,172 600 572 818 426 392 1,239 623 616 2,493 1,269 1,224 2,974 1,196 1,778

平成27年 8,128 3,810 4,318 1,056 547 509 672 323 349 1,180 605 575 2,313 1,173 1,140 2,907 1,162 1,745

令和２年 7,536 3,547 3,989 951 468 483 568 301 267 1,014 518 496 2,036 1,034 1,002 2,967 1,226 1,741

平成22年 100.0 47.3 52.7 13.5 6.9 6.6 9.4 4.9 4.5 14.2 7.2 7.1 28.7 14.6 14.1 34.2 13.8 20.4

平成27年 100.0 46.9 53.1 13.0 6.7 6.3 8.3 4.0 4.3 14.5 7.4 7.1 28.5 14.4 14.0 35.8 14.3 21.5

令和２年 100.0 47.1 52.9 12.6 6.2 6.4 7.5 4.0 3.5 13.5 6.9 6.6 27.0 13.7 13.3 39.4 16.3 23.1

（注）

平成22年

平成27年

令和２年

平成22年

平成27年

令和２年

（注）

平成22年

平成27年

令和２年

（注）

ha ha ha ha ha ha ha

73

7

28

（注）

□　参考資料

3,026 377

その他面積
総土地

面積

13,778

13,718

13,718

年次

年次

総数

4,613

4,466

4,134

100.0

100.0

100.0

１．資料は国勢調査とする。

２．年次は，結果が公表されている最近３回の国勢調査年次とする。

0.2

0.0

１．資料は国勢調査とする。

２．年次は，結果が公表されている最近３回の国勢調査年次とする。

３．総数の計の（　）内には各年次の比率を記入する。

４．四捨五入の関係で計があわない場合がある。

18.4 2.2 16.0 0.3

１　人口及び就業構造

２　土地利用

３　森林転用面積

①年齢層別人口動態

②産業部門別就業者数等

43.5 0.0 38.043.5

2

1 23 4

9

100.0構成比（％）

5

2,593 56 6,482 6,482

１．資料は農林業センサスとする。

２．年次は，結果が公表されている最近３回の調査年次とする。

３．「林野面積」について調査が行われない年次については空欄とする。

４．世界農林業センサスにおける「森林以外（野草地）」は「原野」として取扱うこととする。

５．構成比は，空欄のない最近年次について算出する。

5,217

4,270

34.7

31.6

515

501

463

11.2

11.2

11.2

2,353

2,407

2,365

51.0

53.9

57.2

1.0

1.0

年次 第２次産業 第３次産業 分類不能

13

10

11

0.3

80

46

41

1.7

1,725

1,548

1,306

37.4

20

10

0

0.4

総計 ０～１４歳 １５～２９歳 ３０～４４歳 ４５～６４歳

1,632

1,492

1,254

35.4

33.4

30.3

0.2

0.3

2,797 324

６５歳以上

第１次産業

耕地面積 林野面積

工場・事 住宅・別 ゴルフ場・

業場用地 荘用地 レジャー用地

計 森林 原野

農用地 公共用地 その他

56 6,482 6,482

37 5,973 5,973

4,4392,417

2,528 300 2,191

１．資料は農林業センサスとする。

２．年次は，結果が公表されている最近３回の調査年次とする。

平 成 ２ 年

平 成 12 年

平 成 22 年

6 57 1

実数

（人）

構成比

（％）

農業 林業 漁業 小計

実数

（人）

構成比

（％）

計 田 畑 樹園地

実数

（ha）

年次 総数



ha ％ ha ha ha ha ％

（注）

昭和55年

平成２年

平成12年

昭和55年

平成２年

平成12年

（注）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

0 87 21 5 19 55 107 135 281 606

0 2 2 1 2 36 82 51 116 236

スギ 0 1 1 1 0 35 79 41 113 234

ヒノキ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

マツ 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0

クヌギ 0 0 0 0 0 2 2 10 2 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

0 84 19 4 18 18 25 84 165 370

（注）

林家数 201

（注）

（備考）

人工林率

面積規模 総数

27 12

１．資料は農林業センサスとする。

４　森林資源の現況等

0.0

38.7

40.0

39.5

9.7

27.7

（Ｂ／Ａ）

①保有者形態別森林面積

②在（市町村）者・不在（市町村）者別私有林面積

③民有林の齢級別面積

④保有山林面積規模別林家数

57 527 5

365

1,661 3,791 5475,998 100.0 5,452

国有林 589 9.8 584

計

総面積 立木地 その他

面積（Ａ） 比率 計 人工林（Ｂ） 天然林

510 50

都道府県有林 553 9.2 548 222 326 6

926 15.4 875

6.2 327 144 183 45

財産区有林 0 0.0 0

市町村有林 372

私有林 4,484 74.8 3,993 1,239 2,754 491 27.6

在（市町村）者 不在（市町村）者面積

　　及び都道府県の林業統計書等をもとに推計し記入する。

２．官行造林地は「国有林」欄に，県行造林地等は「都道府県有林」欄に（　）書きで内数として記載す

　　るとともに，部分林及び分収林は造林者が保有しているものとして記入する等実質的な経営主体により

　　区分して記入する。学校林は市町村有林とする。

３．私有林には，社寺有林，組合有林，造林公社造林地，入会林野を含める。

年次

１．国有林については，森林管理局の資料により，民有林については地域森林計画の市町村別森林資源表

359 89 270

8,700 7,672 1,028 170 858

面積 計 県内 県外

8,606 8,309 297 71 226

私有林合計

100.0 96.5 3.5 0.8 2.6

100.0 95.9 4.1 1.0 3.1

１．資料は農林業センサスとする。

２．年次は，結果が公表されている最近３回の調査年次とする。

３．構成比（　）は，不在（市町村）者面積の県内，県外比率とする。

齢級別　

　区分

3,552

人工林計 1,604 1,076

1,529 1,024

100.0 88.2 11.8 2.0 9.9

齢級

11以上

10～50ha 50ha以上

7 6

49 45

16 0

3 0

3,264 2,477

１．地域森林計画の資料（森林資源構成表）を参考として記入する。

２．四捨五入の関係で計があわない場合がある。

３ha未満

内訳

３～５ha ５～10ha

5 2155

所有形態

総数

公有林

実数

（ha）

構成比

（％）

総数

天然林

民有林 4,868

8,757 8,398



高嵐線

（単位：百万円）

（Ａ） （注）

（Ｂ）

（Ｃ）

（Ａ）

（Ｂ）

％ ％ ％

（注）

288.751

11.06

0.87

5

1

34.9852

内訳

１．最近年の工業統計表の「市町村編」による。

２．製造業には，林業が含まれない。

５　計画期間内において間伐を実施する必要があると認められる森林の所在

６　市町村における林業の位置付け

都道府県別産業別総生産額は，内閣府「県民経済計算年報」に掲載

されている。これに準ずる方法により算定される市町村別の数値を

記載する。

⑤作業路網の状況

②製造業の事務所数，従業者数，現金給与総額

①産業別総生産額

(ア)基幹路網の現況

(イ)細部路網の現況

該当なし

基幹路網（民有林）

うち林業専用道

区分 路線数

３．木材・木製品製造業の定義は，「産業分類」（総務省）によるものであり，製材業，合板製造業等が含まれる。

延長(㎞) 備考

森林作業道（民有林）

延長(㎞) 備考

（注）基幹路網は，既設の林道及び林業専用道について計上するとともに，

そのうち林業専用道の内訳についても記載する。なお，平成23年度以前に作

設された造林作業道等のうち，車両の通行を想定し，継続的な利用が可能な

ものに限り，林業専用道として計上することができる。

　(注）１．過去の施業履歴等を勘案し，記載するものとする。

　　　 ２．森林の所在は林小班等により表示する。

総生産額 30,035

第１次産業 3,372

うち林業 63

第２次産業 3,696

Ｂ／Ａ 14.29 2.54

うち木材・木製品製造業 －

第３次産業 22,967

Ｂ＋Ｃ／Ａ －

事業所数 従業者数（人） 現金給与総額(万円)

（注）細部路網は，森林作業道について計上する。なお，平成23年度以前に

作設された造林作業道等のうち，林業機械の通行を想定し，継続的な利用が

可能なものに限り，森林作業道として計上することができる。

樹種 齢級 森林の所在

区分 路線数

全製造業 7 118

うち木材・木製品製造業 1 3 －



うち

1 2 1

2 4 4

3 6 5

総数 公有林 森林組合 会社 個人 その他

1

（注）

（注）

2,629 74 1,080

30,206束 400㎏

1,146 4,504 83019,101 -

-

苗木

142㎥ 769BDT

ヒサカキ

・シキミ
タケノコ

しいたけ

生しいたけ 乾燥しいたけ その他

1,700㎏ 7㎏ 903㎏

タワーヤーダ

その他の高性能林業機械

区分

森林組合

生産森林組合

素材生産業

製材業

合計

10　その他必要なもの

伐倒，枝払い，玉切りする自走式機械

積載式集材専用車両

牽引式集材専用トラクタ

タワー付き集材機

８　林業機械等設置状況

９　林産物の生産概況

※森林組合分は西之表市に計上

１．最近１年間の生産について記入する。

２．その他の品目があれば，欄を設けて記入する。

(令和7年12月1日現在）

枝払い・玉切りする自走式機械

区分

プロセッサ

ハーベスタ

フォワーダ

スキッダ

スイングヤーダ

フォーク収納型グラップルバケット

種類
素材

（原木）
チップ

１．林業機械等の種類は適宜追加する。

２．単位は，林業機械等の種類により適宜定める。

７　林業関係の就業状況

備考

就業者数

作業員数

 種子島森林組合

生産量

生産額（千円）

 福元木材，増田林業

組合・事業者数 備考


